
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３０

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

フランス・セネガル文学における近代戦争とアフリカ―モダニティとしての「未開」

Modern War and Africa in Senegal and French literature : Primitive as a 
Modernity

３０６４８４１５研究者番号：

吉澤　英樹（YOSHIZAWA, Hideki）

成城大学・文芸学部・非常勤講師

研究期間：

２５５１１０１２

平成 年 月 日現在２９   ６ １９

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：主に第一次世界大戦を契機として西洋の言説場に登場した「かつてないもの」として
のアフリカないしは黒人表象の影響について、日本並びにアフリカの文学（英米仏アフリカ）・人類学・美術
史・民族芸術学の専門家と協力し、領域横断的な研究を行った。その結果、近代社会と黒人表象の関係を取り結
ぶ大陸横断的な一つの言説場の存在が明らかになった。さらにそのような言説空間において、モダニズムの思想
圏から生まれた黒人文化表象が西洋モダニズム芸術家並びにアフリカ人知識人双方のアイデンティティ形成に重
要な影響を与えたことを実証することができた。

研究成果の概要（英文）：In order to examine the influence of the cultural representations of Africa 
or Black People appearing as "unprecedented" in modernist writings, produced mainly after the First 
World War, we conducted cross-disciplinary research on this matter with experts from Anthropology, 
History of Art, Aesthetics and French/British/American/ African Modernist Literature from Japan and 
Senegal. As a result, our study reveals a space for intercontinental discourse that links the 
cultural representations of Black People to that of Modern Western society. Furthermore, it 
demonstrates that such representations shared within a contemporary field of discourse have had a 
critical impact on the construction of identity for both Western Modernist artists and African 
intellectuals of this era. 

研究分野： フランス語圏文学・文化研究
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１．研究開始当初の背景 
 
 第一次世界大戦勃発から100年という節目
を迎え、人文・社会科学分野で近代戦争の意
味を問い直す研究プロジェクトが様々なと
ころで進められていた。一方で、申請者は戦
争詩を出発点として両次大戦間に活動を行
っていた作家に焦点を当て戦争とモダニズ
ム芸術の関係についての研究に区切りをつ
けようとしていた。そこでは、ある面でフラ
ンスの戦後芸術とは「かつてないもの」を競
って志向するモダニズムであり、それが大量
殺戮のテクノロジーが導入された近代戦争
におけるモダンと地続きになっていること
を明らかにすることができた反面、テクノロ
ジーに由来するモダンとは対極的なプリミ
ティヴィズムやエキゾチズムといった、また
別種のモダンの表象が戦間期に顕著に見ら
れる理由を解明することが課題として残さ
れていた。 
 そこで、本研究では、戦争を介在した「未
開」のイマジネールとそこに付随するある種
の「モダニティ」の実相と来歴を明らかにす
るため、フランス第三共和制の植民地行政の
帰結、あるいは象徴ともいうべき「セネガル
狙撃兵」と呼ばれる第一次世界対戦中にヨー
ロッパの戦場に投入されたアフリカ黒人植
民地兵の表象と戦後モダニズム芸術の関係
をフランスおよびセネガル文学双方の視点
からの分析を思い立った。 
 しかし、当該の主題は旧来の文学・思想史
研究の枠に収まるものではないゆえ、モダニ
ズムという一種美学的な概念を正しく言説
内に定位させる必要があった。それゆえ、レ
ーモン・ルーセルなど 20 世紀モダニズム文
学研究を専門とする一方でマルセル・デュシ
ャンなど当時のモダニズム芸術について美
学的研究を進めていた北山研二（成城大学教
授）と、文学だけではなくフランス語圏のポ
スト・コロニアル研究にも造詣の深いセネガ
ル人研究者であるラファエル・ランバル（セ
ネガル・ジガンショール大学専任講師〔当
時〕）に協力を求めた。その上で、フランス・
モダニズム芸術の主題のひとつである「未
開」観をフランス内部およびセネガルという
外部の視点から分析することによって、独自
の論点を提示しながら、当時の「モダン」と
いう概念の非同心円的な諸相を明らかにし、
現行のモダニズム研究に対して新たなヴィ
ジョンを描出したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
以上のような方向性を確認した上で、本研究
は、共同並びに分担作業を進めることによっ
て、以下のような実証的研究並びに理論的研
究における目標を掲げた。 
 まずは実証・実例的研究としてはフランス
戦争文学における「未開」の表象の研究、フ
ランス戦後のモダニズム芸術における「未
開」についての批判的研究、さらに同時期の

セネガル人が書いた作品における黒人植民
地兵の表象を対照的に分析することによっ
て、第一次世界大戦を契機に形成されていく
「未開」と「モダニティ」に関する新たな協
働関係の流れを当時の言説空間を探索する
ことにより、重層的に理解することを目的と
した。 
 また上記の実証研究による成果を踏まえ
て、当時の「未開」と「モダン」の関係をヨ
ーロッパの思想史の枠組みに位置付ける一
方で、それらを内面化したアフリカ人の文化
戦略を解明するとともに、戦後フランス・モ
ダニズム芸術における戦争を介在した「未
開」と「モダン」の関係を美学的・表象文化
論的な視点から再構成することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 以上のような目標を設定して、具体的には、
研究分担者・協力者と打ち合わせを行いなが
ら、研究期間中に７回の研究会と１回の国際
シンポジウムを開催することによって異な
る分野の専門家たちとディスカッションを
通して共同研究を進めることになった。 
 当初は上記３人の共同研究として進めて
いたが、研究会の開催を経て、「未開」と「モ
ダニティ」という概念の協働の生成を解明す
るためには、当時の植民地行政やそこから生
まれた最新の学知であった民族誌学に関す
る知識、また 20 世紀初頭民族誌学や政教分
離を推し進める第三共和制下に生まれたモ
ダン・アートとアフリカの宗教的器物との関
係の解明、また第一次世界大戦中に兵士とし
て参加したアフリカ黒人とアメリカ黒人の
関係などを解明することが不可避となった。
そのため、当該主題を解明するためには人類
学・民族芸術学・英米文学といった専門家た
ちとの共同による学際的な視点を採用し、研
究対象となる地理的枠組みと時代的枠組み
を広げた上で、フランスとその植民地に由来
する文化事象とモダニズムの関係を解明す
る作業を進めた。それに伴い、研究年度の途
中に美学・民族芸術学を専門とする柳沢史明
（東京大学助教）並びに英語圏文化・文学専
門の三宅美千代（慶應義塾大学非常勤講師
〔当時〕）を新たに研究分担者として加え、
研究班を再組織し、より学際的・重層的な共
同研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 再編成された研究班によって進めた共同
研究は、上記の研究会とシンポジウムによっ
て漸次その成果を発表し続けたが、討議を経
てそれらに修正を加えた原稿を成果論集の
形で 2015 年 10 月に出版し、「間大陸的黒人
文化表象」並びに「ブラック・モダニズム」
という本研究を象徴する新たな概念を提出
した。20 世紀初頭の植民地行政やモダン・ア
ートにおける黒人（文化）表象を出発点とし、
第一次世界大戦を経てフランス語圏の言説
空間に登場した黒人植民地兵の自他表象、ま



た 1930 年代におけるフランス人とアフリカ
双方ならびにアングロサクソン圏における
文化表象の視点から「モダン」と「未開」の
関係の問い直し、さらに第二次世界大戦後に
おける「ブラック・モダニズム」が持ちえた
アクチュアリティまで、当初よりも広範な地
理的・時間的枠組において、第一次世界大戦
後に顕在化した黒人文化表象とモダニズム
の関係の来歴と行く末を美学・英米仏アフリ
カ文学・文化人類学といった様々な分野の専
門家と共同した学際的な視点によって明ら
かにすることができた。 
 また出版後は、2015 年 11 月京都大学で行
われた日本フランス語フランス文学会秋季
全国大会のワークショップにおいて研究分
担者の三宅美千代と柳沢史明とともに、共同
研究の成果の周知とともに、それぞれドイツ
（クレール・ゴル）、ベルギー（フランツ・
エランス）、イギリス（ナンシー・キュナー
ド）といった他のヨーロッパの言語圏出身者
でありながら 1920 年代にフランスで活動し
た作家を取り上げ、黒人文化表象とモダニズ
ムの関係について、同時期のそれぞれの国の
固有の事情を反映させた言説間の偏差を明
らかにする共同研究発表を、成果論集の補完
という形で行った。 
 また研究代表者の吉澤は、上記のワークシ
ョップを含め、研究期間中は毎年、日本フラ
ンス語フランス文学会の 20 世紀文学の分科
会で研究発表を行った。そこでは 1920 年代
におけるフランス人作家の他者理解の実践
を通して、当時の政治文化的文脈の影響を受
けながらアフリカ黒人をモダンの象徴とし
て捉える様々な視点を提示した。それらは、
学会誌に掲載されているが、加筆の後、いず
れ単著という形で出版を試みたい。 
 さらに研究期間延長後の最終年度であっ
た平成 28 年は、研究成果を周知させる一環
として、周辺テクストの翻訳を進め出版を目
指した。年度中には、（旧）研究分担者（所
属研究機関の変更により平成 28 年度は研究
協力者に戻った）三宅美千代の翻訳により、
1920 年代のアメリカ・ニューヨークのモダン
な黒人文化を描いたカール・ヴァン・ヴェク
テンの小説『ニガーヘヴン』（未知谷、2016）
を出版することができた。 
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